




















































































































































開放的な-閉鎖的な 0.737 0.297 -0.567 0.953
華やかな-地味な 一の.161 0.768 0.527 0.58
軽快な-重々しい 0.763 0.407 1).381 0.893
快い-不快な 0.97 0.123 0.132 0.978
自然な-人工的な 0.41 一0.658 0.337 0.627
安全な-危険な 0.897 0.075 0.173 0.845
明るい-暗い 0.794 0.437 -0.329 0.915
美しい-醜い 0.881 0.187 0.412 0.981
静かな-騒がしい 0.876 一0.409 0.127 0.951
潤いのある-無機質な 0.725 一心.119 0.57 0.583
静的な-動的な 0.82 一0.511 0,135 0.952
統一した-ぱらぱらな 0.823 0.333 0.252 0.845
強い-弱い 一刀.438 0.838 0.171 0.859
にぎやかな-さびれた -8.379 0.786 0.443 0.958
こまやかな一組つー乱 ヽ 0.682 0.176 0.644 0.934
のびのびした-窮屈な 0.974 0.097 1).251 0.942
整然とした-雑然とした 0.926 0.155 -1).04 0.872
広い-狭い 0.791 0.347 一0.472 0.968
落ち着いた-活動的な 0.879 一0.369 0.228 0.961
広々とした-圧迫感のある 0.905 0.127 -0.361 0.968










































つぎに街路景観の ｢情緒性因子｣に関連した､ ｢美しい｣､_｢潤いのある｣､ ｢整然とした｣といった項
目の評点が高い倉敷市中央通り､倉敷美観地区､岡山市城下筋などを見てみると､共通して樹木が多く植栽
され､視界を圧迫するような高層建造物が少なく､建築物の高さ､色彩の調和がとれており､また歩道や植
































街路名 因子1 因子2 因子3 総合評価値
倉敷市元町通り -0.175 0.373 0.216 0.414 6
倉敷市中央通り 1.786 0.467 一8.202 2.051 3
旧2号線倉敷駅前 -1.583 一0.12 1.034 1).669 13
岡山大学東西通り 0.257 -1.025 0.584 一0.184 9
倉敷市美観地区 1.367 -0.452 2.339 3.254 1
国道429号線西坂 0.831 0.858 -2.147 一0.458 12
倉敷市八王寺 0.832 -0.275 一の.212 0.345 7
倉敷市生坂 一0.227 -2.061 一0.872 -3.16 17
倉敷市田ノ上 -一つ.142 0.069 -1.49 -1.701 14
倉敷市沖線 一0.355 0.801 -一つ.652 -0.206 ll
岡山市美作線北方 -0.788 0.239 0.345 -0.204 10
岡山市桃太郎通り表町側 0.275 1.915 0.457 2.647 2
倉敷市白楽町 -1.246 -1.625 -0.209 -3.08 16
倉敷市羽島 1.189 一0.574 一勺.566 0.049 8
旧2号緑中庄 -2.034 一0.111 一0.135 -2.28 15
岡山市桃太郎通り岡山駅側 一0.843 1.792 0.571 1.52 4
が高く､逆に倉敷市生坂､倉敷市白楽町､旧2号線中庄などはどの因子でもスコアが低い｡
これらの3つの共通因子に関する因子スコアを単純に同一のウエイトで加算して､街路景観の総合評価値
を算定したものを同じく表.2に示している｡総合評価値の最も高い街路は倉敷市美観地区であり､次いで岡
山市桃太郎通り表町側､倉敷市中央通り､岡山市桃太郎通り岡山駅側､岡山市城下通り､倉敷市元町通りの
順となっている｡
倉敷市美観地区は江戸時代の町並みを保存した観光スポットであり､また歩行者専用であるなど他の街路
と比べて特殊な場所である｡倉敷市中央通りは倉敷市の文化ゾーンのイメージに合わせて整備された街路で
あり､将来的に倉敷市の文化の発 ･受信地としての発展が期待される｡岡山市桃太郎通りは､歩道が広く高
性の街路樹が植栽され､電話ボックス､街灯などのストリー ト･ファー ニチャも統一的にデザインされてい
る｡沿道建築物の色彩や高さも比較的そろっており､街路の幅員と建築物の高さとの比率もほどよい均整を
保っている｡岡山市城下通りは､沿道に県立美術館やオリエント美術館があり､季節感のあるカエデの街路
樹が陰影のある空間を形成するハイセンスな街路になっている｡
一方総合評価値の最も低いのは倉敷市生坂であり､次いで倉敷市白楽町､旧2号線中庄､倉敷市田ノ上の
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順になっている｡総じて､先に挙げたよい街路景観の条件を満足する街路ほど総合評価値が高く､また単に
自動車交通の疎通機能のみに特化した街路や､沿道の土地利用に統一性がなく､大きな看板短が無造作に林
立する街路､緑視率の低い街路ほど総合評価値が低い結果になっている｡
5.おわりに
本研究では人の街路景観に対する評価構造を明らかにするため､個人や集団が抱く情緒的意味体系を構築
する方法であるSD法を用い､岡山市､倉敷市の街路を対象に景観評価実験を行ってこの結果を分析した｡
因子分析によって街路景観評価の3つの共通因子を析出することができた｡第1因子は街路空間の広さ､視
野 ･視界の大きさ､見通しのよさなどに関係する因子であり､街路景観の ｢開放性因子｣と命名した｡また
この因子は､街路景観の快適性､安全性などとも密接にかかわっていることを確認した｡第2因子は､街路
とその沿道のにぎわい､活気を表現した因子であると解釈することができ､街路景観の ｢活動性因子｣と命
名した｡街路の景観はその沿道の風景､雰囲気をも取り込んだイメージであり､沿道の活動性の高さが景観
の評価に大きく影響されることがわかる｡第3因子は街路とその沿道風景のうるおい､やすらぎなどの情緒
性に関わる因子と解釈し､街路景観の｢情緒性因子｣と命名した｡街路景観にうるおい､やすらぎを付与する
大きな要素として､適正な街路樹の存在が重要である｡以上の3因子のうち､第1因子は街路の主要な機能
である =交通機能Mに関わったものであり､また第2因子は街路の …土地利用誘発機能日､第3因子は街路
の =都市景観形成機能"にとくに関係の深いものであることは非常に興味深い｡
美しい街路景観を形成するためには､先に挙げた条件に加えて､その都市の特徴､個性という要素が必要
である｡そのためには､史跡や歴史的な建造物をできるだけ保存し､その活用を図るとともに､シンボルと
なる建造物や､広場､文化施設などを整備し､新しいイメージを形成していくことも重要であるO都市の個
性とは､とってつけたような奇抜なものではなく､その都市の過去､現在､そして未来を象徴する必然性を
もったものであるべきである｡この意味で,倉敷市美観地区や倉敷市中央通りなどの街路は､倉敷市の個性
を強烈にアピー ルする効果をもっている｡
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